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傾斜と速さの問題・２ 

 

ラジコンカーが坂道を上り下りします。 

平地で，ラジコンカーＰは分速９０ｍで，Ｑは分速６０ｍで進みます。 

坂道を上るときは平地の速さの（１－
（坂道の高さ）

（坂道の長さ）
）倍の速さで， 

坂道を下るときは（１＋
（坂道の高さ）

（坂道の長さ）
）倍の速さで進みます。 

図１の場合，ラジコンカーＰがＡ地点からＢ地点に進むときの速さは，６０×（１－
１

５
）＝４８（ｍ／分），

Ｂ地点からＡ地点に進むときの速さは，６０×（１＋
１

５
）＝７２（ｍ／分）です。 

 ラジコンカーＰとＱが図２のＣを同時に出発し，ＣＤ間の坂道を一往復します。折り返しに時間はかから

ないものとします。図③のグラフはＰとＱが出発してからすれ違うまでの，時間と地面からの高さの関係を

表したものです。 

 

   図２                  図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＤ間の坂道の道のりは何ｍですか。考えられるものをすべて答えなさい。 
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傾斜と速さの問題・２ １０
５
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３
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 坂道を上るとき，Ｐの高さは毎秒，１
１

９
÷３＝

１０

２７
（ｍ）高くなります。Ｑは平地の速さがＰの

２

３
倍で

あり，同じ坂を上るときの速さも
２

３
倍になるので，Ｑの高さは毎秒，

１０

２７
×

２

３
＝

２０

８１
（ｍ）高くなります。 

ここで，ＣＤ＝□ｍ，ＤＨ＝△ｍとします。ラジコンカーＱの平地での速さが秒速１ｍなので，ＣからＤ

へ向かう速さは，１×（１－
△

□
）＝

□−△

□
（ｍ／秒）で，時間は□÷

□−△

□
＝

□×□

□−△
（秒），１秒間で高くな

る距離は，△÷
□×□

□−△
＝
△×（□−△）

□×□
（ｍ）です。

△×（□−△）

□×□
＝

２０

８１
＝

４×（９−４）

９×９
＝

５×（９−５）

９×９

より，□：△＝９：４，□：△＝９：５の２つの場合が考えられます。 

図①において，ＰがＤについたときにＱが通過する地点をＥとします。ＰとＱの速さの比は３：２なので，

ＣＥ：ＥＤ＝２：１です。また，ＣＥ間の高低差とＥＤ間の高低差の比も，２：１です。 

 

   図① 

 

 

 

 □：△＝９：４の場合，Ｐが坂道を下るときに高さは毎秒，１.５×
４×（９＋４）

９×９
＝

２６

２７
（ｍ）下がり

ます。よって，図①の実線の矢印の移動にかかる時間と，点線の矢印の移動にかかる時間の比は， 

（２÷
２０

８１
）；（１÷（

２０

８１
＋

２６

２７
））＝４９：５です。比の和の５４が１３.５秒にあたるので，比の４９は

１２
１

４
秒です。ＣＤ間の高低差は，Ｐに注目して，

１０

２７
×１２

１

４
＝

２４５

５４
（ｍ）で，ＣＤ間の坂道の道の

りは， 

２４５

５４
×

９

４
＝１０

５

２４
（ｍ）です。 
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 □：△＝９：５の場合，Ｐが坂道を下るときに高さは毎秒，１.５×
５×（９＋５）

９×９
＝

３５

２７
（ｍ）下がり

ます。よって，図①の実線の矢印の移動にかかる時間と，点線の矢印の移動にかかる時間の比は， 

（２÷
２０

８１
）；（１÷（

２０

８１
＋

３５

２７
））＝２５：２です。比の和の２７が１３.５秒にあたるので，比の２５は

１２.５秒です。ＣＤ間の高低差は，
１０

２７
×１２.５＝

１２５

２７
（ｍ）で，ＣＤ間の坂道の道のりは， 

１２５

２７
×

９

５
＝８

１

３
（ｍ）です。 
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